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8 一 イッ グ ( 待 婚 期 間 ) 





@ プッ ダグ と は : 夫 に 先立た れ た り 、 あ る い は 夫 と 別れ た り し た 女性 が 結婚 出来 る 状態 に な 
る まで 待機 する 期間 の こと で す 。 








⑯ イッ グ の 法 的 位置 づけ : 








イッ ダ は 結婚 後 夫 と 2 人 きり に な っ た 後 、 彼 と 別れ た り 先 立た れ た り し た 全て の 妻 に と 
っ て の 義務 で す 。 別 離 の 理由 は 離婚 で あろ うと 償 本 離婚 T で あろ うと 、 媒 下 約 の 破棄 だ ろ 
う と 関係 あり ませ ん 。 そ し て イッ ダ と は 出産 や 月 経 や 日 数 の 経過 に よっ て 、 前 夫 と の 間 の 
子供 を 宿 し て いな いか どう か を 確認 する た め の も の な の で す 。 







































































⑯ イッ グ が 定め られ た こと に 溶 む 英知 : 


イッ ダ が 定め られ た こと に 潜む 英知 と し て は 、 以 下 の よ うな も の が 考え られ ます : 


























1 一 血縁 関係 が 混同 し な いよ う 、 妻 の 妊娠 の 有無 を 確認 す る こと 。 






































2 一 暫定 離婚 < で ある 限り に お いて 、 夫 が 離婚 を 後悔 し た 時 に 妻 と 復縁 する 機会 を 作る こと 。 

















3 一 尋 に 関す る 諸事 の 神聖 さと 尊厳 の 確認 。 そ れ は いく つか の 条件 抜き に は 成立 せ ず 、 
また 待機 期間 を 置く こと な し に は 解消 され ませ ん 。 


















































4 一 夫婦 関係 の 尊重 。 妻 は 待機 する こと な く 、 別 の 伴 価 の も と に 行っ て し 3 
E せ ん 。 
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5 一 離婚 女性 が 妊娠 し て いる 場合 、 胎 児 の 権利 を 保護 する こと 。 








そし て イッ ダ に は 以下 の 4 つの 権利 が 内 包 さ れ て いま す : つま り ① ア ッ ラ ー の 権利 、② 
夫 の 権利 、⑨ 妻 の 権利 、④ 子 供 の 権利 で す 。 








@⑯ イッ ダグ に 関す る 様々 な 法規 定 : 





床 入り する 以前 に 離婚 され た 奏 に 、 イ ッ ダ は あり ませ ん 。 も し 離婚 され た の が 床 入り 以 
降 で あれ ば 、 イ ッ ダ が 義務 付け られ ます 。 

一 方 床 入 りす る 以前 以後 を 問わ ず 、 夫 に 先立た れ た 妻 の イッ ダ は 4 ヶ月 と 10 日 で す 。 こ 
れ は 他界 し た 夫 へ の 忠義 で あり 、 彼 の 権利 に 対す る 心遣い と 配慮 で も あり ます 。 そ し て 彼 






































1 訳者 注 : 詳 し く は 「④ 償 二 離婚 」 の 項 を 参照 の こと 。 
2 訳者 注 : 詳 し く は 「②@ 離 婚 」 の 章 の 「 暫 定 離婚 と 完全 離婚 」 の 項 を 参照 の こと 。 
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女 に は 夫 か ら 相 続 する 権利 も あり ます 。 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た :- 信仰 者 た ちよ 、 信仰 者 の 女性 と 結婚 し て 彼女 ら に 
触れ る 前 に 離婚 し た の で あれ ば 、 彼 女 ら に は イッ グ ( 待 婚 期 間 ) を する 必要 は な い 。 そ れ 
で 彼女 ら に は 贈り 物 を 与え 、 清 ら か な 形 で 別れ る の だ 。, (クル アー ン 33 : 49) 








2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : - そし て あな た 方 の 内 で 死後 に 妻 を 残す 者 は 、 彼 女 
ら に 4 ヶ月 と 10 日 間 独 り 身 の ま ま 待 機 さ せよ 。 そ し て 彼女 ら が その 期間 を 全う し た ら 、 彼 
女 ら が 適切 な 形 で 自ら を 処 過す る こと に 支障 は な い 。 ア ッ ラ ー は あな た 方 の 行わ れる こと 
を ご 通 上 時 され て お られ る 。, (クル アー ン 2 : 234) 





⑯ イッ グ を する 女性 の 種類 : 


イッ ダ を する 女性 に は 6 種類 あり ます : 


1 一 妊娠 し て いる 女性 : 夫 と の 離別 の 理由 が 死別 で あろ うと 離婚 で あろ うと 、 あ る い は 婚 
























































商 契約 の 破棄 で あろ うと 、 2 20002 
娠 の 最短 期間 は 6 ヶ月 で す が 、 通 常 は 9 ヶ月 ほど 3 で す 。 

















至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : - そし て 妊娠 中 の 妻 の イッ ダ は 、 出 産 す る まで で ある 。 
> ルク グル デー ジ 65Y④ 














2 一 夫 と 死別 し た 女性 : も し 妊娠 中 で あれ ば 、 イ ッ ダ 期間 は 出産 する まで で す 。 も し そう 
で な けれ ば イッ ダ は 4 ヶ月 と 10 日間 で 、 こ の 期間 中 に 彼女 の 妊娠 の 有無 が 判明 する こと に 
な り ま す 。 





















































0 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : - そし て あな た 方 の 内 で 死後 に 妻 を 残す 者 は 、 彼 女 ら 
4 ヶ月 と 10 日 間 独 り 身 の まま 待機 させ よ 。, (クル アー ン 2 : 234) 





3 一 夫 の 存命 中 に 離婚 され た 妊娠 中 で は な い 女 性 : イッ ダ 期 間 は 3 度 の 月 経 で す 。 一 方 も 
し 離別 の 理由 が 償 二 離婚 や 婚 契 約 の 破棄 で あれ ば 、 イ ッ ダ 期間 は 1 度 の 月 経 の み と な り 
ES 


























至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : - そし て 離婚 され た 女性 は 、 独 り 身 の まま 3 度 の 
月 経 を 待て 。, (クル アー ン 2 : 228) 





4 一 夫 の 存命 中 に 離婚 され ん た も の の 、 年少 、 あ る い は 年 配 の た め に 月 経 が な い 女 性 : イッ 
ダ 期 間 は 3 ヶ月 で す 。 































































































3 訳者 注 : 日 本 な ど で は 最後 の 月 経 か ら 妊娠 周期 を 計算 し ます の で 通常 の 妊娠 期間 は 10 ヶ月 と され ます 
が 、 昌和 の 計算 方 法 が 用 いら れ て いま す 。 
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至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : - あな た 方 の 妻 の 内 で 既に 閉経 し て し まっ て いる 者 た 
ち に 関し て は - あな た 方 は そ を の こと に つい て 疑問 に 思っ て いる わけ だ が - 、 そ の イッ ダ ( 待 
婚 期 間 ) は 3 ヶ月 で ある 。 そ し て まだ 月 経 を 見 な い 者 も (また 同様 で ある )。, (クル アー 
ン 65 : 4) 








5 一 月 経 が 止ま っ て し まっ た が 、 そ の 理由 が 分 か ら な いよ うな 女性 : イッ ダ 期 間 は 丸 1 年 
で す 。 こ れ は 妊娠 期間 の 9 ヶ月 と 、 通 常 の 離婚 女性 の イッ ダ 期 間 を 合わ せ た 期 間 で す 。 





























6 一 夫 が 行方 不明 に な っ て し まっ た 女性 : つま り 夫 の 消息 が 絶た れ 、 そ の 生死 も 分 か ら な 
く な っ て し まっ た よう な 妻 の こと で す 。 こ の よう な 者 は 統治 者 や 裁判 官 4 が 彼女 の 夫 の こと 
を 慎重 に 配慮 し つつ 見 積もっ た 期間 だ け 、 夫 の 帰還 ある い は その 消息 を 待ち ます 。 そ し て 
その 期間 内 に 夫 が 帰 量 し な か っ た ら 、 統 治 者 ある い は 裁判 官 は 彼 を 死ん だ 者 と 見 な し 、 そ 
の 時 点 か ら 妻 は 夫 と 死別 し た 者 の イッ ダ 期 間 で ある 4 ヶ月 と 10 日間 を 過ごし 始め ます 。 そ 
し て イッ ダ が 終了 すれ ば 、 彼 女 は 望め なら ば 結婚 する こと が 出来 ます 。 
















































































@ 月 経 の ある 奴隷 女性 5 が 離婚 され た 場合 、 そ の イッ ダ 期 間 は 2 回 の 月 経 が 来る まで で す 。 
そし て 月 経 の な い 奴 隷 女 性 の 場合 は 2 ヶ月 間 、 妊娠 し て いる 奴隷 女性 は 出産 する まで で 
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@⑯ 妻 で は な い 女 性 の イッ ダ : 



































1 一 男性 が 性 交渉 可能 な 奴隷 女性 を 得る よう な こと が あっ た ら 、 ま ず 彼 女 の 妊 娠 の 有無 を 
確認 する まで 性 交渉 は 禁じ られ ます 。 つ まり 妊娠 中 で あれ ば その 出産 を 、 月 経 の ある 者 で 
あれ ば 1 回 の 月 経 を 、 月 経 の な い 者 に 関し て は 1 ヶ月 の 期間 を 待つ 必要 が あり ます 。 













































































2 一 自分 の 夫 で は な い 男 性 が 自分 の 妻 と 間違え て 性 交 し て し まっ た 女性 、 泰 淫 し た 女性 、 
誤っ た 婚 商 契約 で 結婚 し て し まっ た 女性 、 償 本 離婚 で 別れ た 女性 ら の イッ ダ 期 間 は 1 度 の 
月 経 の み で す 。 

も し 暫定 離婚 中 の 妻 の 夫 が 他界 し た 場合 、 そ れ ま で の イッ ダ は な か っ た も の と 見 な し 、 
夫 の 死 の 時 点 か ら 新 た に 死別 し た 女性 の イッ ダ - つま り 4 ヶ月 と 10 日 間 - を 開始 し ます 。 
















































































信 上 服 束 に 関し て : 





夫 と 死別 し た 女性 は イッ ダ の 間 、 喪 に 服 さ な けれ ば な り ま せん 。 

















4 訳者 注 : イス ラー ム 法 で 裁く 統治 者 や 裁判 官 の こと で す 。 そ の よう な 機関 が 存在 し な い 非 ム スリ ム 国 や 
地域 に 居住 する ムスリム は 、 そ こ に お ける イス ラー ム 的 権威 で ある 学者 や イマ ー ム な ど に 依拠 する こと に 
な り ま す 。 
5 訳者 注 : 現代 で は 奴隷 は 存在 し ませ ん が 、 奴 隷 が 存在 し て いた それ 以前 の 時 代 に は 、 イ スラ ー ム は むし 
ろ 奴 隷 階 級 の 解放 を あら ゆる 形 で 推奨 し て いま し た 。 詳 し く は 「 ム アー マラ ー ト 」 の 章 の 「26 - 奴隷 の 解 
放 」 の 項 を 参照 の こと 。 
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服 可 と は : 夫 の 家 に 留まり 、 他 の 男性 の 気 を 基 く よう な 装飾 品 や 衣服 、 ヘ ン ナ 6 や ユ フ ル 7、 





香水 な どの 使用 を 避け る こと で す 。 














し を を を い 、 悔 悟 し な けれ ば な り ま せん 。 


服 吉 の 放棄 は 1 つの 罪 で や り 、 そ の よう な こと を し て し まっ た 者 は アッ ラー に 人 罪 の お 示 





ウン ム ・ ア ティ ー ヤ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に 
デッラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 女 性 は 3 夜 以上 電 に 服 す こと を 禁じ られ 
る が 、 夫 に 対し て は その 限り で は な く 、4 ヶ 月 と 10 日 間 の 喪 に 服 す 。 そ の 間 は デス プ ブ の 衣 


「 


























服 以外 に は 染色 され た 衣服 を 着用 し て は な ら ず 、 コ フル も 香水 も 使用 し な い 。 但 し (月 経 
な ど が 終わ っ て ) 体 を 清め た 時 の 、 ク スト や デア ダフ ァ ー ル 8 の 一 片 


























(アル ニブ ハー リー と ムスリム の 伝承 9 


@⑯ 収 可 の 期間 : 














(の 使用 ) は 別 で ある が 。」 


夫 以 外 の 者 に 対す る 服 可 は 3 日間 で す が 、 夫 に 対す る それ は イッ ダ に 付随 し た も の で 4 





























ヶ月 と 10 日 間 で す 。 一 方 夫 と 死別 し た 女性 で 妊娠 中 の 者 は 




















出産 すれ ば 服 唱 の 義務 は な く 








な り ま す 。 


⑯ イッ グ の 場所 : 
































1 一 夫 と 死別 し た 妻 の イッ ダ は 、 彼 女 が 住ん で いた 彼 の 家 で 過ごす 必要 が あり ます 。 し か 
し そこ に 留まり 続け る こと で 発生 する 何ら か の 危険 に 対す る 恐怖 や 、 立 ち 退 き な ど の 強制 、 























ある い は 住居 費 の 高騰 な どの 理 
せん 。 癌 イッ ダグ 中 で も 、 用 事 の 際 に は 外出 出来 ます 。 
共に イッ タダ 期間 は 終了 し ます 。 






































の 





Qr[ 


























2 一 暫定 離婚 の イッ ダ は 夫 の 家 で 過ごし ます 。 こ の 場合 の 女性 は 























か ら 別 の 場所 に 移転 2 どこ で 行っ て も 構い ま 








に あろ うと 、 時 間 の 経過 と 








まだ 妻 と 見 な され て いる 





た め 、 夫 か ら 扶 養 と 住居 提供 を され る 権利 を 有 し ます 。 ま た あか ら さ ま に 貞 人 節 を 欠い た 言 
動 で 家人 が 彼女 か ら 害 を 受け な い 限り 、 彼 女 を 家 か ら 追 い 出す こと は 禁止 され て いま す 。 




















3ー 完 全 離 婚 の 状態 の 女性 で も 妊娠 中 で あれ ば 、 
妊娠 中 で な けれ ば 扶養 も 住居 提供 の 権利 も 有 し 3 





7【T エエ 
































H 産 する まで 扶養 され る 権利 が あり ます 。 


沿 完 全 離 婚 さ れ た 女性 、 婚 燃 契 約 を 破棄 され た 女性 、 償 本 離婚 に よっ て 離別 し た 女性 ら 























は 自宅 で イッ ダ を 過ごし ます 。 
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6 訳者 注 : 頭髪 や 明 、 手 足 や 爪 な どの 染料 や 楽 品 と し て 用 いら れる 植物 
7 訳者 注 : 眼病 を 予防 し た りす る 目的 で 目 の 周り に 付け る 











妹 い 粉 の こと 。 


の 1 種 。 
硫化 アン チ モ ン を 指し ます 。 





8 訳者 注 :「 ア スプ 」 は イエ メン 地方 特産 の 染色 用 植物 と も 、 あ る い は 既に 染色 され た 糸 で 織 ら れ た 衣服 
で ある と も 言わ れ ま す 。「 ク スト 」 と 「 ア ズ フ ァ ー ル 」 は 当時 の アラ ブ で よく 知ら れ て いた お 香 の 1 種 と 言 

















われ ます 。 
9 サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (5342) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (938)。 
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文章 は ムスリム の も の 。 


@ 服 束 す る 女性 に 許さ れ て いる 行為 : 


以下 の 物 





は 、 服 可 中 の 女性 に 許さ れ て いま す : 














体 や 身の回り を 清潔 に 保つ こと 。 
グ ス ク ノル 0.。 

髪 を 徹 か すこ と 。 

通常 の 衣服 を 身 に まとう こと 。 
差し 迫っ た 用 事 の た め の 外 出 。 
問題 の な い 形 で 男性 と 会 話す る こと 。 
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訳者 注 : 心身 の 清浄 化 を 意図 し た 全身 の 洗浄 。 
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